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第 1部 ストラクチャーとは？ 
第 1章 ストラクチャーとは？ 
第 2章 5つの効果的なストラクチャー 
ストラクチャー1 ラリーロビン（RallyRobin） 
 ストラクチャー2 タイムド･ペア･シェア（Timed Pair Share） 
ストラクチャー3 スリー･ステップ･インタビュー 

（Three-Step Interview） 
ストラクチャー4 クイズ･クイズ･トレード 

（Quiz-Quiz-Trade） 
ストラクチャー5 ナンバード･ヘッズ･トゥゲザー 

（Numbered Heads Together） 
第 3章 ストラクチャーは違う 

 
第 2部 成功のカギとは？ 
第 4章 成功への７つのカギ 
  1．ストラクチャー 
  2．チーム 
  3．マネジメント 
  4．クラス作り 
  5．チーム作り 
  6．ソーシャルスキル 
  7．協同学習 4つの基本原理（PIES） 
第 5章 協同的なクラス（そして世界！）をつくる 

 
第 3部 なぜストラクチャーを使うのか？ 
第 6章 ストラクチャーを強力にしているもの 
  1．強化理論 
  2．協同学習理論（PIES） 
   ①互恵的な相互依存 
   ②個人の責任 
   ③平等な参加 
   ④活動の同時性 
第 7章 データは語る！ 
第 8章 ケーガン・ストラクチャーは脳にやさしい 
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